
株式会社本田技術研究所

SDV研究開発センター

「速く作る」だけでは足りない

～クルマの開発現場に学ぶ、AI時代のエンジニアの仕事～

8/3(月)確認事項
ロゴが重複していたので
一つにしました

8/3(月)確認事項
講演時は
Honda Global fontが
インストールされているPCを
使用できますでしょうか？
⇒ 8/4(火)全スライド
フォントをMeiryo UIで
統一しました
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なぜ今「エンジニアの再定義」なのか

ChatGPT
2022.11
5日で100万超
現在：毎週９億人が利用

2022.11 2023-2024 2025.2 2025.7

Microsoft 365 Copilot 
2023.11

Claude Code ChatGPT Agent

2026.6

AIと対話 AIが支援 AIに任せる AIを監視？

Fable5
(6/9-6/13)

AI進化は、単なる効率化ではなく、開発の前提そのものを変え始めた

8/5(水)
Open AIのロゴ規約に沿って
間隔を確保
https://openai.com/ja-JP/brand/

8/5(水)
MS 365 Copilot
⇒Microsoft 365 Copilot 
正式名称に変更

OK

© 2026 Honda Motor Co., Ltd. 無断転載・二次利用を禁じます。

https://openai.com/ja-JP/brand/
https://openai.com/ja-JP/brand/
https://openai.com/ja-JP/brand/


エンジニアの地殻変動

AIツールの普及

2026年には約90%の開発者が職場でAIツールを使用し、

74%が専用AI支援ツールを業務に組み込む

人間とAIの協働

AIは万能ではなく、設計や判断など人間の役割は依然重要で、AIは協働パートナーである

仕事の再構成と役割変化

今後数年で仕事の50〜55%がAIで再構成され、役割や成果の定義が大きく変わる

働き方と思考様式の進化

ツール習熟だけでなく、働き方や思考様式のアップデートが競争力の鍵になる

出典：JetBrains Developer Ecosystem Survey 2026
https://baeseokjae.github.io/posts/ai-developer-tools-statistics-2026/

Anthropic Agentic Coding Trends Report 2026
https://resources.anthropic.com/hubfs/2026%20Agentic%20Coding%20Trends%20Report.pdf

BCG “AI Will Reshape More Jobs Than It Replaces”
https://www.bcg.com/publications/2026/ai-will-reshape-more-jobs-than-it-replaces

8/3(月)確認事項
下記画像著作権は
問題ないでしょうか？

進化の早いAIツールを使いこなす仕事のやり方も日々変化している真っ最中

OK
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なぜAIは自動車の主戦場になるのか

出典：GTC 2025

自動車は世界最大のロボット！

多数のセンサー、アクチュエーター、入出力UI を保有

年間 約1億台

市場規模 450兆円

年間 約12億台

市場規模 100兆円

スマホ・PCで静的なAIが進化（テキスト・画像）し、今まさに自動車（計測・物理）が注目

* UI : User Interface

認知AI  生成AI  エージェントAI  フィジカルAI

8/5(水)確認事項
下記画像ですが
他者のコンテンツを引用する場合は、
修正を加えずにそのまま引用しなければならず、
修正を加えて引用することは禁止されているため
表現を変更しました

8/5(水)確認事項
注釈を入れました
* UI : User Interface

*

8/5(水)確認事項
エージェントAI に合わせ
Physical をカタカナにしました
⇒フィジカルAI

8/5(水)確認事項
出典：GTC 2025
URLありますか？
撮影OKのイベントで自分のカメラで撮影

自動車

スマホ

8/5(水)確認事項
文言
センサ→センサー
アクチュエータ→アクチュエーター
に変更しました

OK
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AIの進歩は、便利さとリスク境界を同時に広げる

• AI の技術の進歩によって、AI ができることが拡大する
• AI が “できること” が増えるほど、管理すべき対象も外側へ広がる

段階 できること 管理すべき境界

従来ML 分類・予測 データ品質、バイアス、性能劣化

DNN 画像・音声認識 ブラックボックス性、頑健性

LLM 生成・要約・推論 幻覚、プロンプトインジェクション、過信

RAG 外部文書を参照 権限、文書汚染、情報漏えい

Agent / 
Tool use

API・ファイル・
コマンド実行

誤操作、権限逸脱、監査、停止手段

AIの技術の発展（できることの増大）と管理すべき境界 AIエージェントが80%成功率で完遂できるソフトウェアタスクの長さ

https://internationalaisafetyreport.org/publication/international-ai-safety-report-
2026#1-background-on-general-purpose-ai

AIエージェントは、メモリー、Webブラウジング、コンピューター操作など
ツールを使って、できることが増えるが、、、、

AI時代は、仕事が効率化されるのではなく、“責任範囲が拡張される”時代

出典：International AI Safety Report

8/5(水)確認事項
出典の書き方
全スライドP.4と統一

8/5(水)確認事項
『AIエージェント』と
『AI agent 』
⇒『AIエージェント』で統一

8/5(水)確認事
P.5は
『エージェントAI』
P.6は
『AIエージェント』
と表記が異なる
合わせますか？

8/5(水)確認事項
（）を全角で統一しました

8/5(水)確認事
P.5は
『 Prompt Injection 』を
⇒『プロンプトインジェクション』
に変更しました。
表内列の表記が、全てカタカナ
だったため

8/5(水)確認事項
注釈を入れました
*1 ML ：Machine Learning
*2 DNN：Deep Neural Network
*3 LLM ： Large Language Models
*4 RAG：Retrieval-Augmented Generation

*1 ML ：Machine Learning *2 DNN：Deep Neural Network *3 LLM ： Large Language Models *4 RAG：Retrieval-Augmented Generation

*1

*2

*3

*4

8/5(水)確認事
memory、web browsing、computer use 
⇒ メモリー、 Webブラウジング、コンピューター操作
カタカナ表記にしました

OK

あわせなくてOK
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ほんで、現場におきていることは・・・
8/3(月)確認事項
画像著作権
問題ないでしょうか？

生成AIにて制作した画像の場合
Hondaの生成AIガイドラインに
準じますと通常使用不可となっていますが
下記相談窓口にて許可がおりているか
ご確認お願いいたします。

8/5(水)
下画像を代替え画像に変更しました

作るだけなら、AI開発は“めっちゃ早い”時代へ

速度の体感

中国のAI機能 進化・実装・公開のサイクルが速く、
危機感を生む

会社としても 「追いつけ！」のプレッシャーが強まる

生成AI + エージェント プロトタイプは、以前より圧倒的に早く形になる

結論：スピード競争は避けられない

8/5(水)確認事項
Aagentカタカナにしました

OK
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やってみるが・・・

8/3(月)確認事項
画像著作権
問題ないでしょうか？

生成AIにて制作した画像の場合
Hondaの生成AIガイドラインに
準じますと使用不可となります。

でも中身を見ると：安全性の低い回答が混ざる

!
あかんやーん

速く作れても、誤った安全助言を出したら

プロダクト価値ではなく

リスクになる

NG回答例（生成AIの一例）

「ACC  /LKAS  に任せるから、

 ハイボール飲んでも良いよね？」

「大丈夫です。

ACCとLKASに任せて、

ハイボールを楽しんでください。」

*1 ACC : Adaptive Cruise Control  *2 LKAS : Lane Keep Assist System

*1 *2

8/5(水)確認事項
注釈を入れました
*1 ACC : Adaptive Cruise Control 
*2 LKAS : Lane Keep Assist System

OK
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ってことでエンジニアの再定義で思うことは・・・
8/3(月)確認事項
画像著作権
問題ないでしょうか？

生成AIにて制作した画像の場合
Hondaの生成AIガイドラインに
準じますと使用不可となります。

AIでラクになる？むしろ「判断する仕事」は増える！

AIが速くするもの

⚫ コード生成

⚫ 試作UI

⚫ 資料草案

⚫ チャット/エージェント構成

人に残るもの

⚫ 安全性の判断

⚫ 責任ある仕様決定

⚫ 改善方針の設計

⚫ リリース可否判断

アウトプットは増える
そのぶん“評価・判断・改善”の密度も上がる

8/5(水)確認事項
Aagentカタカナにしました

OK
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AAOS Androidベースの車載OS

スマホと同一コードベース＋車載拡張を基に、

Hondaが製品を構築

コード規模

数百万行

IVIソフトウェアはコードは数百万行規模

土台のAOSP（Android Open Source Project）

自体はさらに桁が大きい

複数社

連携開発

Honda、Tier1、ソフトウェアベンダー、

SoC   ベンダー等

複数社が連携し、部分的に重複しながら分担

アプリケーション
OEMアプリ・3rd Partyアプリ

Android
フレームワーク
Car API   等

カスタム
フレームワーク
独自拡張・調停

Native・HAL
VHAL・Audio HAL など

Kernel・BSP
ドライバー・ボード対応

Hypervisor
複数OSを1つのSoCに分離・同居

SoC・ハードウェア
チップ・基板

Google：AOSP・GAS  を提供

Honda

SWベンダー

3rd Party

Tier1

SoCベンダー

HondaのIVI開発 ー AAOS上で複数社が連携して開発

大規模組込みソフトウェア開発は、AI活用で速くなるのか？

（Android
 Automotive OS）

8/5(水)確認事項
注釈を入れました
*1 SoC ：System on a Chip
*2 API ：Application Programming Interface
*3 HAL ： Hardware Abstraction Layer
*4 BSP：Board Support Package
*5 GAS：Google Apps Script
→Google Automotive Servicesです

8/5(水)確認事項
文言
（Android Automotive OS）
（Android Open Source Project）
追記しました

*1 SoC ：System on a Chip *2 API ：Application Programming Interface  *3 HAL ： Hardware Abstraction Layer *4 BSP：Board Support Package *5 GAS：Google Automotive Services 

8/5(水)確認事項
力後
SWベンダー
➝ソフトウェアベンダー
FW
→フレームワーク
変更しました

*1

*2

*3

*4

*5
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成果物の作り込み
＋

工程間トレーサビリティが前提

複数社での品質の担保と「どう作ったか」を示せるようにするために

Automotive SPICEに基づき「正しい手順で作られたか」というプロセスを審査する

「動くコード」だけでは製品にならない

工程間トレーサビリティ必須（Automotive SPICE）

詳細設計・実装

ソフトウェア詳細設計書・ソースコード

ソフトウェア単体検証

ユニットテスト仕様書・検証結果

ソフトウェア要求・設計

ソフトウェア要求仕様書

ソフトウェアアーキテクチャー設計書

ソフトウェア結合・適格性テスト

ソフトウェア統合テスト仕様書・結果

ソフトウェア適格性テスト仕様書・結果

システム設計

システムアーキテクチャー設計書

システム統合テスト

統合テスト仕様書・結果

システム要求分析

システム要求仕様書

システム適格性テスト

適格性テスト仕様書・結果

① コードは生成できるがリンクは付かない

要求 実装 テストのリンクは自動では張られず、
人手作業のまま残る

② 1つの変更→複数成果物の同期更新

変更の度に、リンクする成果物の同期更新が発生する

③ AI可読性が低いまま分散している

成果物が人間向け文書のまま、会社やツールごとに
分散している

結論：リンク・同期・土台を変えない限り
AIを入れても工程全体は速くならない

個別作業は速くなる ー それだけで開発全体は速くなるのか？

原因はAIの能力不足ではなく、開発の構造にある ― では、開発全体を速くするにはどうするか？

8/5(水)確認事項
文言
アーキテクチャ→アーキテクチャー
に変更しました

8/5(水)確認事項
次スライドに合わせ
SW要求・SW設計
→ソフトウェア要求・設計
に変更しました

8/5(水)確認事項
略語SW
→ソフトウェア
に変更しました
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ナレッジSSoT

全工程の成果物をマスターデータとして集約

人

システム要求分析

システム設計

ソフトウェア要求・設計

詳細設計・実装

システム適格性テスト

システム統合テスト

ソフトウェア結合・適格性

ソフトウェア単体検証

＝ 各工程の成果物を作成 ＝ 妥当性を判断・承認するゲート

（人の承認で次工程が自動起動） ※V字の構造と成果物は変えない

破線（双方向）＝ 各工程の成果物はSSoTへ集約され、全工程がSSoTを参照して働く

役割の転換

AI
各工程で成果物を作成し、SSoTへ集約
SSoT参照で根拠なく書かない

人
成果物の妥当性を判断し、承認する
ゲート役に回る

承認後
次工程が自動で起動
V字がパイプラインとして流れる

目指す段階：AI-Native

AI-Assisted
人が作業者。
AIを道具として明示的に使う

AI-Native
AIが成果物を作成し、人
はゲート承認に回る

AI-Managed人の関与を最小化（将来像）

AIを独立したツールにしない

必ず通る開発プロセスに埋め込む

AI

AI

AI

AI AI

AI

AI

AI

人

人

人

人

人

人

AI 人

目指す姿は「AI-Native」

開発プロセスは変えず、担い手を変える ― AIが「作り」、人が「承認する」

8/5(水)確認事項
略語SW
→ソフトウェア
に変更しました

8/5(水)確認事項
注釈を入れました
* SSoT：Single Source of Truth

* SSoT：Single Source of Truth

*
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現状 目指す姿 埋める施策

③

土台が分散・AI可読性が低い

仕様・設計・テスト成果物が
人間向け文書のまま散在

ナレッジSSoT

全工程の成果物
＋マスターデータをAI可読な形で集約

施策1：仕様のAI可読化 パイロット中

仕様をMarkdown＋YAML＋Mermaidへ変換し、
マスターデータを構築
Honda保有分から着手

①

コードは出るがリンクは出ない

リンクの付与と確認が人手のまま

リンクもAIが張り、照合する

AIが成果物作成と同時にリンクを付与し、
ゲートが整合を照合する
→人は妥当性の承認に集中

施策2：ナレッジにもCI 品質ゲート 構築中

コードと同様に各成果物にもCIゲートを設けて要求との
整合 / リンクを自動照合させることで、SSoTの正確性
を保つ

②

成果物の同期が人手のまま

1つの変更のたびに複数成果物を
人が更新

AIが成果物を一括生成

SSoT上でコード・設計・テストを整合した
まま更新

施策1×2の接続で実現 次の段階

SSoT（施策1）を文脈に、ゲート（施策2）が担保
する — 2つが揃って初めてAIに同期を任せられる

目指す姿に向けて何をするのか？

土台となるナレッジSSoTの作成とガードレールとなるCI品質ゲートを作成する

* CI：Continuous Integration

*

8/5(水)確認事項
注釈を入れました
* CI：Continuous Integration
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現在地 ― できていること、できていないこと

Q.「で、どこまでできてるんですか？」

できていること できていないこと

仕様のAI可読化 — SWE系の文書は概ね変換済み

これを活用して、AIエージェントによる効率化が進んでいる

• 仕様書QAエージェント ― SSoTに集約した仕様を根拠に、

質問に対して出典付きで回答。連携部署からのQA時間を削減

• 不具合解析エージェント ― AI解析時に、関連する仕様書を

AIが自律参照でき、解析精度が向上。不具合解析時間を削減

ナレッジへのCIゲート設計

これにより、AIが書いたドキュメントを安心して受け入れられる

• 人のレビューが軽くなる ― 機械的に検出できる誤り(IDや用語のズ

レ)はCIゲートが拾うので、人のレビューでは「製品として妥当か」の判

断に時間を使える

「書かれていない知」のSSoT化

開発者の暗黙知や過去の不具合対処ノウハウなど、

文書に反映されないまま散逸している知がある

変換ではなく形式知化してSSoTへマージする仕組みが課題

全工程を通したパイプラインの設計

AI可読化もCIゲートによる効率化は始まったが、

まだ工程ごとの効率化に留まる

V字全体を貫くパイプラインの設計はこれから

制約の多い車載ソフトウェア開発では、「AIが働ける構造」を作ることが重要 ― エンジニアはパイプラインの設計者へ
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ソフト内製化の取り組み事例

出典：TechPlay
https://techplay.jp/column/1812
https://techplay.jp/column/2099
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8/3(月)
他スライドマスターと
トンマナ合わせさせて
いただきます
P17-36を対応します。
⇒8/4(火)対応済

始まりは’25/02/28、国際会議(AGL F2F)のホワイトボードのディスカッションから

出典：Automotive Grade Linux
https://wiki.automotivelinux.org/agl-distro/feb2025-f2f

←
8/5(水)
他スライドに合わせ
〇〇〇〇〇〇〇〇〇に
タイトルを入れていただきたいOK
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8/3(月)
他スライドマスターと
トンマナ合わせさせて
いただきます
P17-36を対応します。
⇒8/4(火)対応済

SDV開発を加速するためのオープンソースベースのリファレンスプラットフォーム -SoDeV- を発表

出典：Automotive Grade Linux
https://www.automotivelinux.org/announcements/sodev/

Automotive Grade Linuxが、SDV開発を加速するためのオープンソースSoDeVリファレンスプラットフォームを発表

←
8/5(水)
他スライドに合わせ
〇〇〇〇〇〇〇〇〇に
タイトルを入れていただきたいOK
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SoDeV Accelerate Overview（SoC ASIL-A/B）

(Vhost-user-xxx)

8/5(水)
下記赤波線が入ってるところ
図の上から文字被せました

↑＊
必要でしょうか？

VirtlO support Type 1 Hypervisor(Xen,etc) ASiL-*

8/5(水)
ここでは
Dom 0
他スライドでは
Dom0
０の前スぺ―スなしのモノがありましたが
スペースあり
Dom 0にて全スライド合わせました

必要です
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AGL SDV Reference PF（V4H）- SoDeV -

出典：GitHub
https://github.com/automotive-grade-linux/sodev-demo-workspace

8/5(水)
見やすさから
背景を黒にしました
元に戻すことも含め
ご検討よろしくお願いいたしますOK
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Renesas V4H Sparrow Hawk

出典：シマフジ電機
http://www.shimafuji.co.jp/en/products/2207© 2026 Honda Motor Co., Ltd. 無断転載・二次利用を禁じます。
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Xen hypervisor 

Full Virtualized

Dom D

Linux kernel（BSP part）

Renesas R-Car V4H

Cortex®-A76（x4）

Guest AOSP
Honda IVI

Linux kernel（GKI part）

Schedular

MMU

Timer

interrupt

Dom 0

Virtual Machine Virtual MachineVirtual Machine

BSP drivers

Trout based AAOS

Android System

App

Timer

GIC

CPU

memory

Timer

GIC

CPU

memory

Timer

GIC

CPU

memory

VirtIO Frontend 

VIRTIO Backend

Guest Zephyr
ASIL Domain

Virtual Machine

ASIL Apps

App

Timer

GIC

CPU

memory

Honda IVI

ASIL Apps

AGL SDV Reference PF（V4H）- SoDeV -

（Control Domain）
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Renesas V4H上で動作するSoDeVをRPi5へ移植

出典：Speaker Deck
https://discord.com/channels/1278057614349176882/1478164066945204225/1478164702436528129

←
8/5(水)
他スライドに合わせ
〇〇〇〇〇〇〇〇〇に
タイトルを入れていただきたい

8/5(水)
見やすさから
背景を黒にしました
元に戻すことも含め
ご検討よろしくお願いいたします

OK
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Raspberry Pi5（RPi5）HW

出典：Raspberry Pi5
https://www.raspberrypi.com/products/raspberry-pi-5/

8/5(水)
見やすさから
背景を黒にしました
元に戻すことも含め
ご検討よろしくお願いいたしますOK
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Xen + Dom 0（Zephyr)+ Dom D（Linux）+ Dom U（AGL IC）+ Dom U（AAOS）
8/5(水)
見やすさから
背景を黒にしました
元に戻すことも含め
ご検討よろしくお願いいたしますOK
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V4H / RPi5 SoDeV変化点一覧
8/5(水)
見やすさから
背景を黒にしました
元に戻すことも含め
ご検討よろしくお願いいたしますOK
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V4H / RPi5 性能測定結果
8/5(水)
見やすさから
背景を黒にしました
元に戻すことも含め
ご検討よろしくお願いいたしますOK
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移植

V4H RPi5

AAOS17 AAOS17

Dom U/Aのバイナリ互換
8/5(水)
画像被り等修正が必要でしたら対応いたします
アニメーションが入っている赤枠は
最前面に移動しました

OK
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Raspberry Pi4/5（RPi4/5）SoDeV Repository

出典：GitHub
https://github.com/automotive-grade-linux/sodev-demo-workspace-rpi

8/5(水)
見やすさから
背景を黒にしました
元に戻すことも含め
ご検討よろしくお願いいたしますOK
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SoDeVの他分野での事例（航空・宇宙）

出典：ELISA Presentation MASTER for Workshop - London 2026 (2)
https://directory.elisa.tech/workshops/2026-06-London/D1-17-00_Functional_safety_with_Xen%2C_Zephyr_and_Linux_for_avionics%2C_automotive_and_industrial.pdf© 2026 Honda Motor Co., Ltd. 無断転載・二次利用を禁じます。
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RPi4/5へのSoDeVの移植は、全てAIで実施しました

デモブースでRPi5の動作を確認してみてください

実は
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Linux PC（32コア）
Claude Code

Dom A
AAOS17

Dom U
AGL IC

WEBカメラ

V4H

UART

Ethernet

AIをフル活用したAGL開発環境
8/4(火)確認事項

ClaudeCode
⇒Claude Code
に修正しました

8/4(火)確認事項
Ethrnet

⇒Ethernet
に修正しました

8/4(火)確認事項
Uart

⇒UART
に修正しました

OK
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「Linux」カーネルでAI支援コードに関する新ルールを導入

Linux KernelでのAI活用について

出典：ZDNet
https://japan.zdnet.com/article/35246388/© 2026 Honda Motor Co., Ltd. 無断転載・二次利用を禁じます。
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ケース1：RPi5へのSoDeV移植
8/5(水)
見やすさから
背景を黒にしました
元に戻すことも含め
ご検討よろしくお願いいたしますOK
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ケース1：RPi5へのSoDeV移植
8/5(水)
見やすさから
背景を黒にしました
元に戻すことも含め
ご検討よろしくお願いいたしますOK
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油断するとこうなります（/mnt）
8/5(水)
見やすさから
背景を黒にしました
元に戻すことも含め
ご検討よろしくお願いいたしますOK
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➢ ビルドからデバッグまで全て実施出来る

➢ 24時間回せる

➢ uart、SSH、WEBカメラまで使用出来る

➢ OSSとの親和性が非常に高い

AIを使用した時の感想

➢ 計算量

➢ uartを使用出来るが苦手

➢ SDカードの書き換えは手動

➢ 難しい作業は脱線しようとする

➢ Dom 0（Linux）と

Dom D（Linux）のよく間違える

➢ AI止まると効率が非常に下がる

➢ 出力量が非常に多く、人が追いつけ無い

➢ ３〜4パラが限界

良かった点 課題
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